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市のコメント 担当課

1 子育て支援に関する考
え方について

市長が掲げた５つの重点項目の中に「子育て・教育環境が整い子どもたちが
たくましく育つまち」があったが、４か月過ぎて現実と考え方はどうなったか。

医療費関係で、自己負担の減額とインフルエンザの予防接種費用補助について補正予算
で考えている。保育園関係は今の補正予算では考えていない。これは、子ども・子育て支
援制度の中で全体的に考えていくことができるかどうか今後検討していきたい。
子どもが育ちやすい環境は絶対に必要で、子どもの支援は大事だと思っている。できるこ
とはやっていきたいが、花巻市の財政状況は厳しい。どこまでできるかは全体的なことを
考えてから。
数年後に国からの合併特例交付金が23億円減るという話がある。そこまで減らないとは
思うが、厳しいことは厳しい。その中で子育てにどれだけのお金が使えるか考えていかな
ければならない。
子ども・子育て支援事業計画をきっちり作って、全体の中身を見ながら、どこに力を入れる
か皆さんと相談しながら進めたい。

こども課

2 公立保育園の再編計
画の今後の見通しにつ
いて

計画が頓挫しているようだが、今後の見通しなど市長の考えを聞きたい。
計画があったときに、市職員が各保育園を回って調査をした経緯があるが、
子ども・子育て支援制度が出てきたことでストップした。

公立保育園は一般財源で運営するので、子どもにかかる経費や職員の給料
は全て市の持ち出しだが、民間保育園は国の補助で運営できるので、民間委
託したほうがいいのではないかということで動き始めていたようだ。H20～H26
年の間でやりたいということだった。
法人立保育園のほうでは旧花巻分を引き受けることで動いていたが、市で進
んでいない状況だった。

横浜では利用者の方からの反対運動があった。盛岡でも最初は保護者会か
ら不満の声があったようだが、実際の保育の状況には納得した。花巻市でも
利用者からの反対・反発が多尐足止めになったのではないかと推察する。
そのうちに新制度の話が出てきたので、引き受けて運営していけるか経営の
不安が出てくる。

子ども・子育て支援事業計画を作るにあたってニーズ調査をしたので、園がどれくらいあ
ればいいかを地区ごとに計算していく。将来的に入る小学校によって保育園を選ぶことに
なるので、小さいから統合するということではなく、地域には保育園が必要と考えている。

保育園の需給状態を見ると、旧花巻は足りない。旧３町のほうは余っている。大迫、東和
から保育園をなくすことはできないし、法人化するからといって引き受ける人はいないだろ
うから、この地域の再編は困難。石鳥谷は公立保育園がないので、あとは旧花巻の公立
保育園をどうするか。法人化するとして引き受けるところはあるのか。

こども課

委託を受ける条件として保育士も一緒に引き受けることは構わなかったが、職
員組合が反対して進まなかったとも聞いている。
その時点では正職員と臨時職員の割合が３対７くらいだったので、正職員は
本庁に引き上げて臨時職員は引き受けるという条件だった。
一度に全部法人化すると、先生が全員代わるのではないかなど利用者は不
安に感じると思う。

具体的にどこの保育園を引き受けたいか意向調査があり、わからないことは
直接希望する公立保育園に聞いていいという市のお墨付きをもらって聞いた
ら、（公立保育園の）園長先生にすごく怒られたことがあった。市と現場の温度
差がすごくあると感じた。

正職員の保育士は待遇が下がるのに民間委託先に行くと言うだろうか。
やるとしても急激には無理なので尐しずつ。１年に２園くらいずつ再編していって残ってい
る園の正職員率を上げることも考えられる。

公立保育園は臨時率が高いので、園長の立場で運営に苦労しており、正職員率を上げる
ことについては理解している。たまたま情報が行き届いていなかったところもあったかもし
れないが、再編に反対しているわけではない。

公立保育園を引き受けることによって、職員が育つということもあるし、職員の
子どもたちが入るとき、複数園あると棲み分けができる。材料などを大量に発
注して経費を削減できるというメリットもある。
保育園が複数あったほうが人的交流が図られ、相乗効果があると思う。地域
に貢献する度合いが増える。

会議などやって、その後の経過を聞きたいが曖昧になっていたので、今日は
改めて聞いた。

一般財源と国の補助という話であれば、進めたほうが市の財源は楽だが・・・。あとは利用
者の声を聞くこと、職員労働組合との話し合いも必要になる。来年からというのは難しい
が、担当課で検討してもらう。

市役所の体制は全体的に変えていきたいと思っている。

発言要旨
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市のコメント 担当課発言要旨

3 こどもの城構想につい
て―早期実現を望む

こどもの城構想は当初、拠点施設ではなく施策を実現するためのネーミングと
言っていたが、空港ビルが県から無償譲渡されることになり、市内に点在する
子どもの施設を集約してはどうかと検討委員会が立ち上がった。
空港ビルはスペースが広いが、子どものために建てられたものではなく、４号
線も近いので心配という声などもあった。何よりも、会議に出席していた担当
者の中で、こどもセンター・イーハトーブ養育センター・発達相談センターを見
たことのある人が一人もいなかったことで、不適当と判断され白紙に戻った。

現在、厚生病院跡地に計画されているが、童話村近辺のほうがもっと適切な
のではないかと考えている子どもは自然の中で育てたいという思いがあるの
で、四方を道路に囲まれている厚生病院跡地で３階建の建物はどうかと思う。

３施設に独自に意見を聞いたところ、おおむね賛成の意見だった。
童話村であれば、何も壊すことなくすぐにでも着工できる。現在の施設や山道
を子どもの遊びに活用できる。旧３町からも近くなり、駐車場も広く３方向の道
路からアクセスできる。コンクリートでない平屋建ての建物に３施設が入って
子どもたちが活動するのは理想。

二転三転するうちに子どもたちも大きくなるので、できるところから走り出した
ほうがいいのではないか。

ご提案はこどもの城として、こどもセンターとイーハトーブ養育センターと発達相談センター
の３つを複合施設として作るという概念だと思うが、そのほかにワンストップ相談窓口や教
育委員会なども含めることになると中心ではないが・・・。

確かに、イーハトーブ養育センターは早く改善する必要があると思っている。
厚生病院跡地は、３つの施設が入って250台分の駐車場を整備するという計画になってい
るが、南側の遊休地を合わせても170台しか置けない。子ども達の遊び場はあまりスペー
スが取れない。相当無理があるので、民間の土地を使ったとしてもゆったりした遊び場は
確保できないと思っている。
順調に進んでも県から引き渡されるのはH27年度末。時間がかかるので、別のところがい
いとも考えられるが、私だけでは決められない話。まなび学園の体育館のほうに別に作る
という案も出ていて、仮に病院が移転すれば跡地も広く使える。それがいいかどうかも皆さ
んの意見を聞かなければならない。
個人的には童話村もいいと思うが、利用者や市民の皆さんの声も聞く必要がある。アイ
ディアとしては面白いが。
全体計画を作ってからでないとはっきりと言えないし、そこで利用者の方々の意見も出てく
ると思うので。

厚生病院跡地から別のところとなると、また二転三転と言われる可能性もあるが・・・。

こども課

4 保育士等処遇改善費に
ついて

保育の資質向上のため、昨年度は国からの補助があったので続けてほしい。
もしなくなった場合は市独自の補助金を考えてほしい。

補助金について、給料と賞与のどちらに反映させるかと照会があるが、実態と
しては時間が経ってからなので期末手当に反映させざるを得ない。前もって分
かっているなら早くいただきたい。

消費税の財源が保育士の処遇改善に使われるという新聞報道がある。国からは、今まで
と同じ程度の補助はあると思っている。国の補助と合わせて市で補助しなければならない
ということであれば、それはやらなければならない。ただ、国の補助が全く無くなった場合
に市がどこまでできるかは厳しい。今までと同じ1/8程度であればできるかもしれないが、
それ以上増やすことは厳しい。

こども課

5 補助金の年度内前金
払のお願い

園の財政も厳しい中で運営しているので、補助金は年度を超えてではなく、何
分の１かでも前金払いをお願いできないか。
H24年度は前払いだったが、H25年度は未収金となった。
ほかの市町村では前金払いしている。

国や県の交付決定がないと財源が決定しないので、市で交付決定できず、交付決定して
いないものを前金払いできないという状態。
ほかの市町村の様子もみて、全額は無理でも半年分とか相当分はできるかどうか検討す
る。
財源が確定しない場合に交付決定をどうするか、財政課と協議することにしているので、
その結果をお知らせする。

こども課

6 産後休暇等に伴う認可
保育所への入所認定
条件の緩和について

以前は月の途中で入所することができたが、今は月初めからしか入所できな
い。
第２子が生まれた場合、職場復帰する時期が月の中旪になる人もいるので、
翌月初めまで保育する人がいなくて困っている保護者の方々がいる。
一時保育だと１日2500円かかるので保護者の負担が大きい。

現在は入所判定委員会が月に１回しかないが、２回やっていただければ月の
途中から入ることも可能なのではないか。
上の子が入っていて第２子の場合、園でも分かるので準備はするが、市から
入れないと言われたと苦情がくることがある。窓口での対応も冷たかったそう
なので直してほしい。

待機児童が出てきたときに、あの人が入れて何故うちは入れないのかと苦情が出ることも
あり、月１回の決定で月初めの入所にしている。
できることはしたほうがいいので、検討する。

窓口の対応は指導する。

こども課
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